
神姫バス株式会社

1

2020年 10月 23日

おでかけ交通博２０２０
～持続可能な交通を目指して～

次世代モビリティ推進室
部長 須和憲和



目 次

Ⅰ MaaS・自動運転に向けた取組み
１．次世代モビリティに関するこれまでの取組み
２．自動運転の実証実験（2018年～2020年）
３．MaaSの実証実験

Ⅱ ウエスト神姫の乗務員確保
１．生涯現役雇用制度の導入
２．ひょうご仕事と生活の調和宣言
３．健康チャレンジ企業登録
４．わが社の健康宣言



3

神姫バス株式会社の概要

【車 両 数】 766両(乗合・貸切・特定)
【営業所数】 17営業所(出張所、受託営業所含む)
【路線認可キロ】 5,913km(運行路線キロ4,486km)
【運行系統数】 917系統
【総走行キロ】 ４千万km/年間,11万km/日(乗合)

≒一日に地球2周半を超える距離

企業理念 「地域共栄 未来創成」

安全に関する基本理念 「安全は全てに優先する」

お客様を目的地まで「安全」且つ「快適」に

輸送することが、私たちの最大の使命です



神姫バス株式会社の中期経営計画

自動車運送事業における重点的施策（2019～2021）

１．インバウンドをはじめとする観光事業における首都圏～関西

にかけての事業展開拡充

２．次世代モビリティへの積極的参画による新たな移動サービス

への挑戦

セグメント別施策▶ 自動車運送



次世代モビリティ推進室の成り立ち
１．2019年1月、MaaS化・自動運転化・EV/FCVシフト

の動きに対応すべく、バス事業部内に
次世代モビリティ推進課が発足

２．2019年6月、バス事業部から独立し
次世代モビリティ推進室となる

１ 次世代モビリティに関するこれまでの取組



① 2018年度 播磨科学公園都市で自動運転の実証実験

期間：2018年5月20日(日)～5月23日(水)の4日間
場所：理化学研究所播磨事業所敷地内

SPring-8周辺 約1.7㎞
主催：兵庫県（企業庁・西播磨県民局）

神姫バス・ウエスト神姫
SBドライブ

協力：理化学研究所
車両：NAVYA ARMA

（15人乗り、フランス製）
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実証実験内容：
①構内の車や歩行者が自由に活動する空間における、ハン
ドルやブレーキペダルのない自動運転車による走行
※10～15分間隔のダイヤを設定、最高走行速度は15㎞/h

②自動運転車２台を走行エリア外から遠隔監視
※走行現場から15㎞離れたウエスト神姫相生営業所に
おいて遠隔監視

③住民等への自動運転に対する理解を深めるためのビデオ
上映等を実施

実証実験結果：
乗車人数合計 907名
走行便数・距離合計 111便、185.0㎞
アンケート回答数 524名
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② 2019年12月 播磨科学公園都市で自動運転実証実験

2019年8月19日、播磨科学公園都市を舞台にした
自動運転の取組に関する連携協定を締結

【協定構成員】
兵庫県（企業庁、西播磨県民局）
神姫バス、ウエスト神姫
アイサンテクノロジー
ティアフォー
ダイナミックマップ基盤
KDDI
損害保険ジャパン日本興亜
たつの市、上郡町、佐用町





乗車人員
自動運転公道実証運行（リエッセⅡ）：501人
小型自動運転EV車乗車体験（Ｍｉｌｅｅ）：388人





③ 2020年度 経済産業省「中型自動運転バスによる実証評価」







2020年度近畿経済産業局「高度な自動走行・MaaS等の社会実装
に向けた研究開発・実証事業」



実証実験内容
①西播磨ＭａａＳの構築
②シェアリング超小型ＥＶ
③シェアリング電動キックボード
④自動走行カート
⑤高齢者支援交通

実施予定
2020年1月



実証期間：2020年9月12日～2021年3月11日

事業主体 ：兵庫県たつの市
レンタル事業：ウエスト神姫
車両提供 ：神姫バス

超小型モビリティEV車のレンタル事業



Ⅱ ウエスト神姫の乗務員確保

１．生涯現役雇用制度の導入（平成26年４月）
２．ひょうご仕事と生活の調和宣言（平成26年9月）
３．健康チャレンジ企業登録（平成27年6月）
４．わが社の健康宣言 （平成28年8月）

従業員数 従業員
内シニア
運転士 内女性運転士

R2.4現在 199名 73名 7名



1. 生涯現役雇用制度の導入

① 定年制の廃止
② 定年年齢を 70 歳以上とする制度
③ 70 歳以上まで継続して雇用する制度

生涯現役雇用制度とは

労働者が健康で意欲と能力がある限り、

年齢に関わらず働き続けることができる
雇用制度

経験豊富な高齢者の力を最大限に活用
地域社会へ更なる貢献を果たすことが企業としての責任

↓
「平成26年度地域別生涯現役社会実現モデル事業」に応募
近畿地域におけるモデル企業として選定



２．ひょうご仕事と生活の調和宣言
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・「ひょうご仕事と生活センター」（政労使三者）
・「ワーク・ライフ・バランス」の取組推進
・ 多様で柔軟な働き方による働きやすい
雇用就業環境の創出



３．健康チャレンジ企業登録

働き盛り世代の健康リスク

従業員の健康管理を経営的な視点

「健康経営」に取組む
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４．わが社の健康宣言（協会けんぽ）



□H27.8 屋内車庫照明をLEDへ変更（高齢者雇用安定助成金）
⇨ 懐中電灯を使っての不自由な姿勢で行っていたが、

簡易な修理等もできるようになった

改善事例 １
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□H27.12 シニア運転士の再教育
⇨ ６５歳以上の運転士に適齢診断を活用し、

自己理解を深めた
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改善事例 ２
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改善事例 ３

□H27.12 再雇用時に家族の同意
⇨ 「事業用自動車の運転者の健康管理マニュアル」
（国土交通省策定）を基本とした健康管理
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改善事例 ４

□H27.３ 就業規則の改訂
⇨ ７０歳までの契約社員として継続雇用

H29.4～ シニア正社員制度導入（６０～６５歳までの雇用保障）



□H27.4 女性更衣室・休憩室を整備
（環境整備支援助成金活用）

⇨女性従業員のES（従業員満足度）向上
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改善事例 ５

Before After



□H28.10 配車・運行新システムの導入
（環境整備支援助成金活用）

⇨運転士の労働時間の平準化、労務管理を改善

改善事例 ６
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改善事例 ７

□H28.5 仕事と介護の両立実態把握アンケート
□H28.5 仕事と介護の両立セミナー（講師 社会保険労務士）

⇨相談しやすい体制づくり 「相談窓口」の設置
特に管理者意識の変化



□H2７.7 キャリアの向上・積極心の養成
⇨「事業内職業能力開発計画書」作成
①教育訓練職業能力評価制度
②キャリアコンサルティング制度

改善事例 ８
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□H26.10赤穂 H27.10山崎 H28.10相生
3営業所の物置・倉庫をトレーニングルームに改造
（健康づくり運動施設整備助成金）
⇨健康づくりの意識づけ
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AfterBefore

改善事例 ９



□H2７.10 高齢新入運転士の健康教育
（健康教育補助金）
⇨新しい健康づくり（シナプソロジー）と仲間づくり

改善事例 １０
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改善事例 １１

□H2８.８ 会社全体での健康づくり
⇨『わが社の健康宣言』

休み明けは、出勤点呼時に体重測定をします
飲酒報告書に体重を記入します



令和2年度運輸安全マネジメント優良事業者表彰
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次世代モビリティへの期待と現実

移動困難者？モビリティって何だ？

運転者不足ってホント？

人的資源活用してるの？

「地域の課題解決のために」と言うけれど

移動の利便性？楽しさ？

地域旅客運送事業者の役割

⇒ 社会的受容性

事故防止と新技術の開発

実証実験の積み重ね

地域住民・運送事業者・行政の連携

選ぶのは、利用者である地域住民。事業者の押し付けになっていないか？



◆神姫バスの目指す姿

中山間地域での輸送課題解決に向けた取り組み

乗合子会社新サービス推進室の設立（令和2年9月）

◆新たな移動サービスへの挑戦

地域の交通課題を起点に
免許や自家用車の有無に関わらず
適正な受益者負担で
安全・快適・自由に移動できる交通体系
（バスだけとは限らない）を構築する



ご清聴ありがとうございました

公共交通の「使いやすさ」を追及しつつ
モビリティを通じて地域の賑わいを創造する企業へ


